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わたしの夢、語ります

岡本　楓
ふうあ

彩　さん　美浜東小学校 6年 (佐田)

　私は、将来モーターボートレーサーになりたいです。

　理由は、家族でボートレースを見に行ったときに、

ボートに乗っている人がすごくかっこいいと思ったの

と、尊敬しているボートレーサーがいて、その人みたい

にうまくボートに乗れるようになりたいからです。

そして、かっこいいボートレーサーになって、家族の

みんなを支えられる人になりたいです。

　先日、VRでモーターボートを体験しました。ハンド

ルとアクセルのレバーを同時に操作するのが難しかった

けれど、とても楽しかったです。

　ボートレーサーになるのは難しいかもしれないけれ

ど、みんなに尊敬してもらえる人になりたいです。
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私の将来の夢

‐表紙の写真‐

　9月3日に開催された美浜中学

校の体育祭で、応援合戦をする

黄組の生徒たちです。　

　当日は秋晴れのもと、生徒た

ちは各色の団長を中心に競技や

これまで練習を重ねてきた応援

合戦に一生懸命取り組んでいま

した。

　学年の枠を超え、一致団結す

る生徒たちの姿に、訪れた保護

者たちは拍手喝采を送っていま

した。

  2 私の夢、語ります／表紙の写真／目次

  3 特集 まちづくりの源泉

下水道への早期接続をお願いします／もの忘れ相談会を開催します　他
16 情報BOX

23 ふるさと昔よもやま話138／文芸欄

15 美浜発電所の状況について

28 くらしのカレンダー

24 すこやか放送局

26 ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ

美浜地区自衛消防隊操法大会／第42回福井県市町文協選抜美術展　他
10 まちウォッチング

ま
ち
づ
く
り
の

源
泉
Special Feature

特
集

12 みはまシナプスプロジェクト
～子どもと大人が交わるまちづくり～

｢なんとかせねば―――。｣

地域の方々を突き動かしたのは、

自分たちが生まれ育った地域が衰退していくのを

身をもって感じた瞬間でした。

この地域の魅力を、この原風景を

次の世代に残したい。

その一心で、集落の活性化に取り組む人たちがいます。

今月号の特集は、町内で集落の活性化に向けて

取り組む団体の活動を紹介します。

13 北・南・耳地区の旧音声告知受信端末機の
　　　　　　　　　　　　　回収について(無償)

電池推進遊覧船｢Grebe｣就航式／北西郷公民館 ふでやま防災講座
14 美浜町のニュース

撮影場所：耳川上流(新庄)
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小畑 陽
よういち

一さん＝佐柿＝

雇用を創出し、100 年先まで
　　　　　　いきいき暮らせる集落づくり

　(一社)佐柿国吉100年プラン推進委

員会では、町や佐柿区、更には区民か

らの業務を請け負っています。これに

より、区内に収益事業が生まれ、さま

ざまな資格や得意分野をもつ佐柿の人

材を地域内で生かし、伝統文化の継承

と歴史情緒の保存活動を行いつつ、い

つまでも輝いて暮らせる集落づくりを

行っています。

　また、若狭国吉城歴史資料館とも連

携し、集落内での雇用創出を図ってい

ます。

　おかげさまで法人の立ち上げから1

年半が経過し、最近では佐柿区の方々

に佐柿国吉100年プラン推進委員会

の活動が浸透してきているとともに、

隣の和田区や木野区にも活動が広がっ

ていると感じています。

　この法人の設立が終わりではなく始

まりとして、佐柿をより良い町にして

いきたいと思っています。

　目指すところは、団体名にもあるよ

うに100年先まで持続可能な集落づ

くりですが、1歩ずつ地道に活動を続

けていきたいと思います。

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
等
の
課
題
に
直
面
す
る
佐
柿
区
で
は
、

１
０
０
年
先
ま
で
持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
集
落
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
国
吉
城
と
と
も
に

奮
闘
す
る
佐
柿
の
志
を
追
い
ま
し
た
。　

１
０
０
年
先
ま
で
持
続
可
能
な
集
落
づ
く
り

一
般
社
団
法
人

佐
柿
国
吉
１
０
０
年
プ
ラ
ン

推
進
委
員
会

　

一
般
社
団
法
人
佐
柿
国
吉
１
０
０
年
プ

ラ
ン
推
進
委
員
会
は
、
佐
柿
区
が
策
定
し

た
集
落
元
気
プ
ラ
ン｢

佐
柿
国
吉
１
０
０

年
プ
ラ
ン｣

を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
令

和
4
年
2
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
構
成

員
は
、
平
成
12
年
に
発
足
さ
れ
た
佐
柿
国

吉
会
の
メ
ン
バ
ー
を
主
と
し
、
１
０
０
年

先
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
的
な
集
落

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
佐
柿
の
町
並
み
を
保
存

し
、
集
落
内
の
環
境
美
化
に
関
す
る
こ
と

や
若
狭
国
吉
城
址
跡
の
活
用
と
保
存
に
関

す
る
こ
と
、
区
内
に
あ
る
空
家
の
利
活
用

に
関
す
る
こ
と
等
、
佐
柿
国
吉
１
０
０
年

プ
ラ
ン
を
推
進
し
、
そ
の
実
現
に
資
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
法
人
の
設
立

　

区
内
に
は
、
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

が
あ
り
、
資
料
館
の
維
持
管
理
業
務
等
の

請
負
費
が
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
T
シ
ャ
ツ
、

御
城
印
等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売

に
よ
り
収
入
を
得
て
い
ま
す
。

　

グ
ッ
ズ
等
の
販
売
は
、
国
吉
城
歴
史
資

料
館
の
他
、
道
の
駅
若
狭
美
浜
は
ま
び
よ

り
や
国
吉
城
ま
つ
り
で
も
行
っ
て
お
り
、

収
益
全
体
の
3
分
の
1
を
自
分
た
ち
で
稼

ぎ
出
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
無
料
の

奉
仕
作
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
休
耕
田

の
草
刈
り
や
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
の
雑
務
等

を
請
け
負
い
、
参
加
し
た
会
員
に
対
価
を

支
払
う
こ
と
で
人
手
不
足
の
解
消
を
図
っ

て
い
ま
す
。

◆
収
入
源

　

国
吉
城
ま
つ
り
の
運
営
を
請
け
負
い
、
イ

ベ
ン
ト
の
規
模
を
拡
大
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
に
福
井
伝
統
工
芸
ア
イ
ド
ル
を
招
待
し

た
り
、
芸
術
家
の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
を
開
催

す
る
等
し
て
、
当
日
は
１
，
０
０
０
人
以
上

が
来
場
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
も
向
上
し
ま
し
た
。

◆
国
吉
城
ま
つ
り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

( 一社 ) 佐柿国吉
100年プラン推進委員会

代表理事

　

今
後
は
、
令
和
6
年
3
月
16
日
の
北
陸

新
幹
線
敦
賀
開
業
を
見
据
え
、
観
光
ガ
イ

ド
の
育
成
や
休
憩
所
整
備
等
、
佐
柿
区
へ

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

◆
集
落
づ
く
り
の
推
進

①②城山参道の修復作業

③規模を拡大し行われた国吉城まつり

④ 国吉城まつりのステージで行われた

福井伝統工芸アイドル｢さくらいと｣

のライブパフォーマンス

⑤国吉城本丸跡から望む佐柿区

⑥ ⑦ ⑧ (一社)佐柿国吉100年プラン推

進委員会が販売しているオリ

ジナルグッズ(難攻不落Tシャ

ツ・ポロシャツ、オリジナルブ

レンドコーヒー、国吉城キーホ

ルダー)

①

③

②

④

⑥

⑤

⑧

⑦
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地
産
地
消
・
地
域
内
で
の
循
環
を
生
む

合
同
会
社

菅
浜
わ
く
わ
く
協
働
体

　小学校や保育所の統廃合により、地

域から子どもたちの声が聞こえなく

なったときは、地域の疲弊感を感じま

したが、同時に｢なんとかせねば｣とい

う思いが湧いてきました。

　我々の世代が次の世代に何かを残さ

なければならないと思い、区民一丸と

なって活性化に向けた組織(菅浜わく

わく協働体)を立ち上げました。

　菅浜わくわく協働体の活動を始める

にあたり、1年をかけて区民参加型の

ワークショップを計8回開催し、菅浜

の良いところと悪いところを徹底的に

洗い出しました。

　そこで出されたものをグループ分

けし、良いところを生かし、悪いと

ころを補う活動をするための組織を

形成しています。

　多い時では約650人だった菅浜の

人口は、400人を切り、その内の約

45％が高齢者という状況ですが、

この活動が他の地区のモデルとなっ

て、町全体の活性化につながってほ

しいと思っています。

濵野 健
けん じ

治さん＝菅浜＝

合同会社
菅浜わくわく協働体

代表社員

こ
の
活
動
が
他
の
地
区
の

　
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に

　

小
学
校
や
保
育
所
の
統
廃
合
に
よ
り
、
地
域
に
子
ど
も
の
声
が
聞

こ
え
な
く
な
っ
た
。
こ
の
現
実
に
危
機
感
を
抱
い
た
菅
浜
区
で
は
、

区
民
が
一
丸
と
な
っ
て
集
落
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
あ
る
も
の
を
磨
き
、
な
い
も
の
は
手
作
り
で
作
り
出
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
活
性
化
が
菅
浜
に
は
あ
り
ま
し
た
。　

　

合
同
会
社
菅
浜
わ
く
わ
く
協
働
体
は
、
令

和
4
年
10
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
う
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
員
は
、
令
和
元
年
8
月
に
菅
浜
区
の
下
部

組
織
と
し
て
発
足
さ
れ
た
菅
浜
わ
く
わ
く
協

働
体(

任
意
団
体)

を
主
と
し
、｢

恵
み
と
暮

ら
し｣｢

賑
わ
い
と
暮
ら
し｣｢
豊
か
さ
と
暮
ら

し｣｢

ふ
る
さ
と
茶
屋｣

の
4
つ
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
集
落
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
法
人
の
設
立

　

恵
み
と
暮
ら
し
の
分
野
で
は
、
休
耕
田
を
活

用
し
た｢

は
ー
ぶ
＆
れ
も
ん
園｣

の
整
備
・
運

営
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の
野
菜
の
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ブ
は
約
30
種
類
、
レ
モ
ン
は
約
１
０
０

本
を
植
樹
し
、
今
年
は
約
２
，
０
０
０
個
の
レ

モ
ン
が
収
穫
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
15
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
炭
焼
き
体

験
の
受
け
入
れ
を
継
続
。
毎
年
約
１
０
０
人
の

児
童
・
生
徒
を
受
け
入
れ
、
森
の
大
切
さ
や
炭

焼
き
作
業
の
大
変
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

◆
恵
み
と
暮
ら
し

　

賑
わ
い
と
暮
ら
し
の
分
野
で
は
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
目
的
に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
作

り
や
そ
の
コ
ー
ス
内
に
菅
浜
を
一
望
で
き
る
展

望
台
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
桜
の
木

を
植
樹
し
、
将
来
的
に
は
花
見
を
し
な
が
ら
、

菅
浜
が
一
望
で
き
る
展
望
台
と
な
る
予
定
で
す
。

◆
賑
わ
い
と
暮
ら
し

　

豊
か
さ
と
暮
ら
し
の
分
野
で
は
、
地
域
内

外
の
世
代
間
交
流
を
図
る
こ
と
や
居
場
所
づ
く

り
、
絆
づ
く
り
を
目
的
に｢

だ
れ
で
も
ウ
ェ
ル

カ
ム
食
堂｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

だ
れ
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
食
堂
は
、
毎
月
1

回
開
催
さ
れ
、
菅
浜
区
の
回
覧
等
で
事
前
に

申
し
込
み
を
し
た
方
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
80
食
か
ら
１
０
０
食
が
提
供
さ
れ
、
高

齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く
の
人
が
食
事
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

◆
豊
か
さ
と
暮
ら
し

　

ふ
る
さ
と
茶
屋
の
分
野
で
は
、
廃
園
と
な
っ

て
い
た
旧
菅
浜
保
育
所
の
建
物
を
改
修
し
、

菅
浜
わ
く
わ
く
か
ん
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

◆
ふ
る
さ
と
茶
屋

⑨

⑦

④

⑥

③

⑧

①②⑤

　

菅
浜
わ
く
わ
く
か
ん
に
は
、
石
窯
で
焼
き

上
げ
る
本
格
的
な
ピ
ザ
が
楽
し
め
る
カ
フ
ェ

｢P
izzeria&

C
afeW

aku
W
aku
｣

や
6
カ
月

か
ら
2
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
預
け
る
こ
と
が

で
き
る
一
時
保
育
ス
ペ
ー
ス｢

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

わ
く
わ
く｣

、
誰
で
も
利
用
で
き
る
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
、
会
議
室
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
は
、｢

は
ー
ぶ
＆
れ
も
ん
園｣

で

収
穫
さ
れ
た
レ
モ
ン
や
菅
浜
の
漁
師
が
獲
っ
た

地
だ
こ
等
、
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
、
地
産
地
消
を
通
し
た

地
域
の
経
済
循
環
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①キッズルームわくわくで遊ぶ子どもたち 

②はーぶ＆れもん園で収穫されたレモン 

③わくわくかん内に設けられた地産地消コーナー

④ Pizzeria&CafeWakuWakuのピザ

⑤  菅浜わくわくかんの入口に設置された手作りの看板

⑥ はーぶ＆れもん園の草取りに精を出す会員たち。高

齢者がふれあう場にもなっている 

⑦ ビニールハウスでルッコラを収穫する会員たち。地

元の菅浜生協等で販売されている

⑧だれでもウェルカム食堂

⑨ トレッキングコース内に設置された展望台から望む

菅浜区
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集落元気プラン推進事業
補助金制度概要

　

町
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

各
集
落
の
将
来
に
わ
た
る
運
営

計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
集
落

元
気
プ
ラ
ン
推
進
事
業
補
助
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
集
落
元
気
プ

ラ
ン
の
策
定
か
ら
実
行
ま
で
に

必
要
な
費
用
の
一
部
を
町
が
支

援
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
集
落
で
ご
活
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

各
集
落
で
共
通
す
る
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
課
題
も
あ
り
、
そ
れ
ら

に
幅
広
く
町
が
支
援
す
る
た
め

に
こ
の
補
助
金
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に

は
、
集
落
元
気
プ
ラ
ン
の
策
定

が
前
提
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
、

集
落
元
気
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て

い
な
い
集
落
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※2…100世帯を超えるごとに10％ずつ減少

※1…基準日は令和2年4月1日

　　活用事例
　今回の特集では、集落元気プランの策定を1つのきっかけとして法人を設立した佐柿区と菅浜区を紹介しま

したが、他の集落でもさまざまな形でこの制度を活用し、活性化に向けた取り組みが進められています。

集落の元気は
　　町の元気

まちづくりの源泉

戸嶋 秀樹美浜町長

　

集
落
は
、
住
民
が
互
い
に
支
え
あ
う

こ
と
で
、
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現
に
つ

な
が
る
重
要
な
社
会
組
織
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、人
間
関
係
の
希
薄
化
が
進
み
、

近
い
将
来
、
集
落
や
地
域
活
動
の
維
持

さ
え
憂ゆ
う
り
ょ慮
さ
れ
る
事
態
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
、
集
落
の
将
来
を
見
据
え
次
世
代

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
世
代

に
課
せ
ら
れ
た
大
切
な
役
割
の
1
つ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

集
落
の
元
気
は
町
の
元
気
。｢

住
ん

で
い
る
こ
と
に
幸
せ
と
誇
り
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り｣

の
源
泉
は
集
落
の

元
気
に
あ
り
ま
す
。

　

集
落
の
実
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

課
題
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
が
、

区
民
の
皆
さ
ん
が
議
論
を
重
ね
、
解
決

に
向
け
た
意
識
共
有
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
な
ら
で
は
の
集
落
づ
く
り
に
立
ち

上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。　

　

町
で
も
、
人
口
減
少
対
策
等
、
行
政

課
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策
の
推
進
と

併
せ
、
住
民
主
体
の
特
色
あ
る
集
落
づ

◆
町
と
各
集
落
が
一
丸
と
な
っ
て

　

集
落
で
議
論
を
重
ね
策
定
す
る｢

集

落
元
気
プ
ラ
ン｣

は
、
集
落
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
す
大
切
な
も
の
で
す
。
集

落
の
皆
さ
ん
の
意
識
共
有
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
大
き
く
、
活
性
化
へ
の
大
き

な
力
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
で
も
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

集
落
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
柔

軟
な
補
助
制
度
の
充
実
を
図
る
等
、
こ

れ
か
ら
も
支
援
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
5
年
間
、
全
集
落
で

の
策
定
に
向
け
て
働
き
か
け
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
15
集
落
で
そ

の
取
り
組
み
が
成
さ
れ
て
い
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
こ
れ
を
機
に
集
落
の
将

来
に
向
け
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
集

落
元
気
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ま

れ
、
機
動
的
な
集
落
づ
く
り
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
集
落
元
気
プ
ラ
ン
を
全
集
落
に

く
り
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
と
集
落
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　事業内容
　各集落が策定する集落元気プランに掲げる集落活動

や機能維持、コミュニティの形成、課題解決等に向けた

取り組みに対して必要な支援を行います。

　　補助対象事業
❶　集落元気プラン策定支援事業

　 　集落の10年先、20年先を見据えた集落づくりに

関する事業を定めた将来的なビジョンの策定に係る

事業に対して支援します。

❷　集落元気プラン活動支援事業

　 　集落元気プランに基づき実施するもので、集落の活性

化につながると認められる事業に対して支援します。

　　補助金の額
❶　集落元気プラン策定支援事業

　　補助対象経費の全額　　上限：40万円

❷　集落元気プラン活動支援事業

　　補助対象経費の5分の4以内

　　均等割額：35万円(①)

　　区加入世帯数(※1)に応じた額：1世帯あたり5千円(②)

　　①均等割額(35万円)+②区加入世帯数から算出(※2)
(複数の集落で連携した場合は、1集落10万円を上限に上乗せします)

　　補助対象
　区や自治会を対象とします。また、各区の青年会

や子ども会、婦人会、老人会等の各種団体が主体と

なる事業も対象です。

　　補助対象経費 ( 例 )
❶　集落元気プラン策定支援事業

　   ・先進地視察のための研修費、旅費

　  ・プラン作成に伴う会議費(お茶代、コピー代)等

❷　集落元気プラン活動支援事業

　  ・集落活動で必要となる費用

　  ・伝統文化の継承で必要となる費用

　  ・防災、高齢者支援で必要となる費用

　  ・空家、空地管理で必要となる費用

　  ・環境美化で必要となる費用

　  ・集落内で農業、漁業の担い手を育成する

　　  ため、それぞれの体験を開催する費用

　  ・地域のリーダーを育成するための研修費用

撮影場所：水晶浜海水浴場(竹波)

郷市区

　郷市区に伝わ
る囃子を継承す
るため、法被を
作成しました。

南市区

　防災力の強化
を図るため、区
民全員に防災
バッグを配布し
ました。

興道寺区

　区民の憩いの
場をつくるた
め、公園の広場
に東屋を整備し
ました。


